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(
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え
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ち
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朝
日
新
聞
平
成
二
十
六
年
十
月
十
七
日
の
記
事
を
抜
粋 

 

「
和
歌
声
一
座
」
は
施
設
訪
問
回
数
が
十
六
日
千
三
百
回

に
達
し
た
。
発
足
か
ら
三
十
六
年
、
派
手
な
幔
幕
の
前
で

次
々
に
濃
い
メ
ー
ク
と
本
格
衣
装
で
歌
い
踊
る
舞
台
に
、

お
年
寄
り
は
昔
を
思
い
出
し
、
涙
を
流
し
て
喜
ぶ
。 

一
座
の
メ
ン
バ
ー
は
和
歌
声
会
の
会
員
だ
。
会
長
兼
座

長
の
水
谷
正
隆
さ
ん
（
八
十
三
歳
）
が
昭
和
五
十
三
年
に

旗
揚
げ
し
、
現
在
の
会
員
は
二
十
八
人
。 

水
谷
さ
ん
ら
は
喜
ば
れ
る
工
夫
と
し
て
、
灰
色
や
白
色

が
多
い
施
設
の
壁
に
は
、
あ
え
て
明
る
い
色
の
幔
幕
を
張

り
、
祭
り
提
灯
を
掲
げ
、
一
座
の
の
ぼ
り
旗
を
並
べ
る
と
、

す
っ
か
り
小
劇
場
の
雰
囲
気
に
変
わ
っ
た
。
会
員
の
舞
台

衣
装
も
凝
っ
て
い
る
。
メ
ー
ク
も
濃
い
ア
イ
シ
ャ
ド
ー
、

ほ
お
は
ピ
ン
ク
を
強
調
し
て
舞
台
映
え
す
る
よ
う
力
を
入

れ
る
。
音
響
に
も
こ
だ
わ
り
、
機
器
を
保
管
し
て
い
る
水

谷
さ
ん
の
自
宅
の
一
室
は
重
み
で
床
が
抜
け
た
ほ
ど
だ
。 

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
六
十
代
か
ら
八
十
代
、
女
性
が
三

分
の
二
を
占
め
る
。
毎
月
二
～
四
回
は
慰
問
を
し
、
相
模

原
市
内
を
は
じ
め
鎌
倉
、
藤
沢
や
八
王
子
市
な
ど
の
施
設

も
訪
れ
た
。
会
費
は
三
か
月
で
二
千
円
。
会
員
の
車
に
分

乗
し
て
施
設
を
訪
れ
る
際
の
ガ
ソ
リ
ン
代
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
保
険
料
に
充
て
て
い
る
。
訪
問
先
で
の
昼
食
は
各
自

が
持
参
し
た
お
握
り
を
囲
ん
で
話
が
弾
む
。「
こ
の
家
族
の

よ
う
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
一
座
が
長
く
続
い
て
い

る
鍵
と
思
う
」
と
水
谷
さ
ん
。 

発
足
以
来
の
メ
ン
バ
ー
は
水
谷
さ
ん
、
妻
か
寿
美
さ
ん

（
八
十
歳
）
の
二
人
だ
け
。「
相
手
も
我
々
も
喜
ぶ
こ
と
は

い
つ
ま
で
も
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
」
。
出
番
は
続
く
。 

 

 
87 歳の水谷さんは奥様と共に 40 年以上施設訪問や災

害復興イベントなど 1400 回近く会員に支えられ活動

中。 

東久邇宮福祉音楽褒章受賞をはじめ、沢山の表彰を受け

られました。僧号；水谷 禅隆をもつ水谷さんは今でもパ

ソコンでイベント案内や、名刺、封書の宛名など作成。総

お問合せは 
社会福祉 和歌声会（一座）代表；水谷 正隆さん 

電話・FAX ０４２-７４２-８７５７ 

災害復興支援 福祉活動連続40年 施設慰問活動1352回記念 

友情出演 日本舞踏名取 歌う舞姫 葵 かを里 さんと 
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